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2）駐．騒Be鵬鴫（1974）：rMHHep顕or盟πH　reHe3Hc60KcHToB　K）撒Horo　THMaHa（南チマン地方
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　　　　　第1鉱床　　第2鉱床

　　　ケドヴァニトブィス地区の鉱床

第4章研究法

　　　方法と適用範囲

　　　ボーキサイト構成鉱物の定量測定法の開発によせて

　　　　鉱物の熱分析定量測定法　　三角ダイアグラムによるボーキサイトの化学分析値換算法

　　　研究結果の総括法則について

第5章　ボーキサイト鉱床母岩の堆積相と構造・組織

　　　泥質岩　　ボーキサイト質岩（アライト）　　ボーキサイト

第6章　主要ボーキサイト鉱床の相対的な化学的および鉱物学的特徴と構成成分・鉱物の分布

　　　チムシェル＝プズラ地区のボーキサイト鉱床

　　　　第1鉱床　第2鉱床
　　　ケドヴァ＝トブィス地区のボーキサイト鉱床

　　　　　ヴェルフネニウフタ鉱床　　ヴァポフスキー鉱床　　ロイム鉱床

第7章　鉱物　その特徴と成因

　　　遊離アルミナ鉱物

　　　　べ｝マイト　　ギブサイト

　　　粘土鉱物

　　　　　カオリナイト　　加水雲母　　その他の粘土鉱物

　　　酸化鉄鉱物と水酸化鉄鉱物

　　　硫化物鉱物

　　　　鉄硫化物　　その他の金属の硫化物

　　　硫酸塩鉱物

　　　炭酸塩鉱物

　　　2酸化チタン鉱物

　　　その他の鉱物

第8章　南チマン地方のボーキサイトの成因問題

　　　アルミナの一次起源の問題

　　　　基盤頁岩の風化殻　　塩基性岩の風化殻　　デボン紀泥質炭酸塩岩とその斜積生成体の風化

　　　　殻　　デボン紀岩体上のラテライト型風化殻賦存の示徴

　　　アルミナの移動形態

　　　南チマナ地方ボーキサイトの一般生成図式とその後堆積変質の性格
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H・B・KpyTb：古典地質学原理の近代的解釈　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　p・27－30

K）・r・FepacHMoB；地球構成物質の構造レベルと地質科学の分類へのその反映（表2，参25）
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A・C．皿ep6aKoB：マテリアルの地質学的運動の再生過程要素としての選択（参22）　　　　p・44－54

E．A，Be朋eB：地質学への相似法適用の諸特性（参42）　　　　　　　　　　　　　　　　p。54－67

A。E。Ky朋HKoBHq：新しv・科学領域としての地質サイバネティックス（参35）　　　　　p・67－77

K．B．CHMaKoB；層位学理論認識手段改善への地質学的運動形態概念の意義（表1，参86）　p・77－91

K）．B．BopoHHH，∂．A．EraHoB二地質学における自動制御システム構成の方法論的諸問題（参46）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P，91－99

K．B。CHMaKoB，B・H・OHoHpHeHKo＝“地質”時問と“物理”時問（参27）　　　　　　　p・99－107

A・E・Ky涯HHKoBHq＝地質モデル化理論とモデル情報性理論の諸問題（参17）　　　　　p，lo7－119

E。A．Be朋eB，B．H．OHoHpHeHKo＝地質科学システムにおける輪廻性の理念（参14）　　p・119－126

4）E。∬臨eB鴻鰍o（1974）；「Feo涯orH朋oueHKa　MecTopo〉K八eHH蕗HcmK八cKoro　IHHaTa（氷州

　石鉱床の地質と評価）」，ネードラ出版所，モスクワ，158p・，図28，表11，参118，22×15cm（露文）
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第1部　氷州石鉱床の地質

　第1章　氷州石鉱床の鉱物上のタイプ

　第2章　ソ連の氷州石鉱床

　　　　　　中部シベリァ丘稜　　チマン地方　　山岳クリミア地方　　北カフカス地方　　小カフカ

　　　　　　ス山脈　　南天山山脈　　中部カザフ地方　　トゥーヴァ地方　　バイカル＝サヤン山岳

　　　　　　区　　ソ連北東区

　第3章外国の氷州石鉱床

第2部　鉱床の分布規則性と生成条件

　第4章　含方解石火山生成体

　第5章　方解石生成作用の地質・構造環境

　　　　　　火山性鉱床の賦存位置の構造　　遠熱水性鉱床の賦存位置構造

　第6章　鉱物物質と方解石生成媒体

　　　　　　氷州石鉱床の鉱物共生　　造鉱溶液の起源と進化

第3部　光学用方解石鉱床評価の原理

　第7章　地質調査のための鉱床の分類

　第8章　地質調査・探査事業の合理的順序

　　　　　　調査作業　　探査作業

　第9章　光学用方解石鉱量の決定
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5）　踊．亘L踊甑x麗藪調o盆a　e重a瓦（1974）：「HaπeoMarHeTH3M　By・πKaHoreHHblx　Hopo双H　peKoHcTpyKU－

　H只reoMarHHTHoro　Ho朋HeoreHa（火山源岩の古磁気と新第三紀磁場の復元）」，ナウコヴァ　ドゥ

　ムカ出版所，キエフ，250p．，図91，表49，参190，27×18cm（露文）
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第1章　古磁気研究対象の地質学的特徴

　§1新第三紀火山作用の概況

　§2　噴出岩層層序の諸問題とその解決への古磁気法の適用性

　§3　噴出岩の古磁気研究状況

第2章　研究の方法と技術，機器と装置
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　§2　磁気パラメータの測定，精度の評価

　§3　磁性鉱物の研究
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　§4　磁選試料の熱磁気分別

　§5温度処理

　§6　テルエー法による熱磁気学的研究

　§7’交流磁場と直流磁場での研究

第3章火山源岩の磁性鉱物

　§1分類，磁性，相組成

　§2　ザカルパチア地方各種火山源岩中の第2酸化鉄と第2酸化チタンの鉱物学的研究

　　　ベリョーゴヴォ丘陵の流紋岩　　ヴィゴルラト＝グタ山稜の流紋岩と流紋一石英安山岩

　　　岩・安山岩質玄武岩・玄武岩　　ヴィシュコヴォ地域の半深成貫入岩

　§3　熔岩古磁気の有効性問題に関係したフェリ磁性鉱物の生成条件と安定性

第4章　火山源岩の自然磁気パラメータ
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　§3

　§4

第7章
　§1

　§2

　§3

第8章
　§1

　§2

　§3
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磁気パラメータの統計解析法の諸問題

ベリョーゴヴォ地域流紋岩一石英安山岩岩系の岩石

ヴィゴルラト＝グタ山稜の安山岩一玄武岩岩系の火山源生成体

チョプニムカチェフ凹地の噴出岩群

半深成岩群

幾つかの一般的規則性

　天然残留磁気強度の起源

磁気安定度の評価

噴出岩の天然残留磁気の起源と古地磁気場強度決定の可能性

　ザカルパチア地方火山源生成体の古磁気

古磁気データ

古磁気データ解析の基本原則

部分古磁気断面の解析

古磁気断面の対比

　新第三紀の地磁気場

広域古磁気断面と地磁気場の歴史

新第三紀の年代古磁気規準

カルパチア地方新第三紀古磁気断面

　古磁気データの地質学的適用

地質年代学と新第三紀古磁気層序の2・3の問題

ザカルパチア地方噴出岩層序の古磁気による根拠づけ

古磁気法による幾つかの地質学課題の解決
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6）駁》・A・膿y欝脚齢協ほか2（1＄74）：「rpaΦ四ecKHe　MeTo双H昭oTonHo曲reo汀orHH（図解同位

　体地質研究法）」，ネードラ出版所，モスクワ，207P・，図78，表43，参239，付録7，25×18cm（露

　文）
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第1部　U－Th－Pb絶対年代図解決定法

　　L　l　U－Th－Pb絶対年代測定値不一致の原因

　　　1．L　l絶対年代値の基本計算式・

　　　1．1・2実験誤差の結果としての不一致

　　　L　L3　初成Pbに対する補正計算によって生ずる不一致

　　　L　L4Pb・U・Thに関する鉱物系の非閉鎖性の結果としての不一致

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60一（770）



　　L2

　　，1．

　　1．

　　19
　　1．3

　　1．3．1

　　　L3．2

　　　1．3．3

　　1．3．4

　　　1．3。5

　　1．4

　　　1．4．1

　　　1．4．2

　　　1．4．3

　　　L4．4

　　　1．4．5

　　　L4．6

　　　1．4．7

　　1．5

　　　1．5．1

　　　1．5．2

　　　1．5．3

　　1．6
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第2部
　　2．1

　　　2．1．1
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第3部
第4部
　　4．1

　　4．2

　　　4．2．1

新着資料の紹介（資料室）

閉鎖U－Th－Pb系同位体比の解釈

2．1Pb207／Pb20一Pb206／Pb204座標のグラフ

2．2Pb‘／Pb204－U‘（Th232）〆Pb204座標のグラフ

2．3Pb206／u238－Pb207／u235座標のグラフ

U－Th－Pb鉱物系の閉鎖性の突発的破壊モデル

Pb207！Pb204－Pb206／Pb204座標のグラフ

1点法
Pb206放！u238－Pb207放／u235座標のグラフ

多相U－Pb系へのPb206放ノU238－Pb207放！U235座標グラフの適用

・Pb208放1Th232－Pb207放1U235座標のグラフ

放射成同位体・放射性同位体の連続損耗モデル

Pbの分散損耗モデル

安定分散係数を備えた鉱物圏からの連続立体分散のモデル

累重変成効果を含めた連続分散モデル

時間に規制された分散係数を有する連続分散モデル

化学的相互作用のモデル

Pbの連続損耗モデル

拡散モデル

開放U－Pb系の総括的解釈法

　　調和差法

　　正規差法

　　内挿法

鉱石Pb同位体比の図解研究法

　　正常Pb

　　異常Pb

岩石の成因・生成期研究への図解法の適用

R．b－Sr絶対年代図解決定法

ニコライセンのモデルとコンプストンージェフリのモデル

　　ニコライセンのモデル

　　コンプストンージェフリのモデル

鉱物用図解法で得られた結果の解釈

　　同位体の挙動

　　鉱物間のR．b・Sr同位体再分配のモデル

岩石用図解法で得られた結果の解釈

深成岩

火山岩

ペグマタイト

熱水鉱石

堆積岩

変成岩

K－Ar絶対年代図解決定法

直線アイソクロン　パラメータの計算と統計的評価

最小自乗の原理と方法

最小自乗法適用の前提

　　実験の系統誤差
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　4・2．2　扁差分布則

　4・2・3　座標軸値の散布

　4。2。4扁差δ（Xi）とδ（Yi）の関係

4。3　単純最小自乗法

4。4　2座標軸での非相関誤差を考えた多項最小自乗法

　4．4．1　ノルマル公式

　4，4。2　レグレッション係数の算出とその標準偏差

　4・4・3　レグレッション係数の算出とその標準偏差の計算例

　4・4・4計算例の図解解釈と部分的解答

4・5　2座標軸での相関誤差を考えた多項最小自乗法

　4・5・1　レグレッション係数の算出とその標準偏差

　4．5，2　計算例

　4．5．3　図解解析

4・6　レグレッション分析

　4・6・1単純最小自乗法を用いたときの実験誤差と偏差δ（Xi）・δ（Yi）の比較

　4・6・2　多相最小自乗法を用いたときの実験誤差と偏差δ（Xi）・δ（Yi）の比較

　4・6・3　地球化学的分散を含むR．b－Sr法資料の処理

　4・6・4期待値と計算レグレッション係数の比較

　4・6・5　2種のレグレツション公式の比較

7）瀬・Φ・鼠y3懸ほか1（1974）：「Ho肥Bo盤oHpe双eπ阻eπb　MKHep飢oB（鉱物野外決定法）」，ネードラ

　　　出版所，モスクワ，232p・，図10，表5，27×18cm（露文）
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　　　壁開と剥離　　断口と粘性　　硬度　　比重　　磁性　　放射能　　蛍光性　　その他の性質　　野

　　　外鉱物物性測定用機器

　　吹管法による鉱物の定性同定

　　　方法の基本と可能性　　炎色　　炭板上でのテスト　　密封ガラス管中でのテスト　　熔球反応

　　　吹管法による鉱物の新テスト方式　　吹管炎中の諸元素の決定指標

　　主要造岩鉱物・主要鉱石鉱物表

　　鉱物共生

　　主要岩石の鉱物組成

　　鉱物の同定

　　　同定要素の適用順序　　鉱物同定方式　　鉱物同定用表

　　付録

　　　L　主要鉱石鉱物・造岩鉱物総覧表

　　　2・同定例に含まれない鉱物目録

8）　協・『・皿o麗麗囲e彫（1974）：「rIHpoK汲acTH腹ecKHe　To，π田iH，TpaH∬oBH負ByみKaHH3M　H　TeKToHHKa

　K）ro－BocToKa　TyHryccKo荊cHHeK朋3H（ッングス陸向斜南東部の火砕岩層，トラップ岩火山作用，

　構造地質）」，ナウカ出版所シベリ，ア支所，119p．，図14，表4，参148，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

シベリァ卓状地中部の火山活動一構造運動の地質学的研究史によせて

　火山源岩の起源に対する現在の見解

62一（772）



　　　　　　　　　　　　　　　　新着資料の紹介（資料室）

　構造地質輪廻・マグマ活動輪廻の発展に関する近代的概念

ツングス陸向斜南東部の地質の一般図式

　深部構造

　　堆積一火山源被覆層

火山源岩層構成の堆積相の特徴

堆積一火山源岩の堆積相と岩相の特徴

　堆積相・岩相上の種類

　岩石の化学的性質

火山源岩層の構造地質学的および古地理学的生成条件

　火山源岩層の構造地質学的生成条件

シベリア卓状地中部の構造地質アクチビゼーションとトラップ岩質火山作用

　構造地質とマグマ活動の問題

　卓状地の火山・マグマアクチビゼーションの一般的構造地質条件

　深在断層帯

　摺曲一地塊構造のタイプと発展状況

トラップ岩質マグマ活動・同火山活動の拡がりと発展機構の諸規則性

　トラップ岩体の空間分布と形態的特徴

　ツングス陸向斜内帯でのトラップ岩体の形態と分布

　爆裂火山作用の機構について

　堆積被覆層の構造に対する深部マグマ岩体の再配列の影響について

　鉱物資源

まとめ

9）K9。A。賦oc闘r膿（1974〉：rOcHoBH　TeKToHHKK（構造原論）」，ネードラ出版所，モスクワ，215

　p。，図10，表5，参198，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

構造（tect・nics）の定義

　現行定義の分析

　構成上の定義

　機能上の関係

地質と構造の系統的研究

　統計的システム，力学的システム，復元システム

　方法論的システム

構造用語と数学化問題

　構造用語の現状

　用語と概念

　地質学への数学的方法の適用

統計的システム

　地質空問

　地質境界

　地質体

　　地質体とそのタイプの分類

　　地質体の記載

　地質空間の単位区分

地質構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63一（773）
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　　　　　　　　　　　　地質調査所月報（第28巻第11号）

　システム処理を考えた地質構造の研究

　　結晶学での構造　　岩石　　成層系の成層地質生成体　　堆積殻

　地質構造研究での地熱法

　　地質体の構造の定義　　構造単元と捕獲体　　構造の基本的な性質と地質学的な性格　　曳裂境界

　　を考えた構造と曳裂構造　　地質構造の記載

成層構造

　基本定義

　　“地層”の定義　　堆積殻とその成層構造の特徴

　堆積殻中の完整空問の構造

　　断面の記載　　断面の細分　　層序対比と同期性　　層序層準の確定　　外的指標による層序対比

　堆積殻中の完整空間の記載

　深部成層構造

　　弾性波伝播速度による地殻とマントルの成層構造の基本単元　　地震波と境界の解釈　　地震波境

　　界の移動

成層構造の転位

　曳裂転位

　摺曲転位

　注入転位

構造図化

　各種の指標による構造区区分

　地質構造と物質構成の指標による地球堆積殻の構造単元区分の特徴

　堆積殻の構造単元のタイプ

　構造図の凡例について

力学的システム

　地質過程

　地質過程の実験的研究

　地殻の現世運動

復元システム

　復元構成のタイプ

　地質時間

　生成タイプの復元

　地質史的タイプの復元

　構造運動の復元　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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10）　3・A。」耳a聡凪認，J鼠・C・Ero昼》o駐（1974）：「AnaTHToBHe　MecTopo》KムeH四Kap60HaT獄ToBux　KoM一

　πeKCOB（カーボナタイト＝コンプレックスの燐灰石鉱床）」，ニェドラ出版所，モスクワ，145p。，図

　38，表4，参161，21×15cm（露文），UDC553。641：552．33（100）
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第1章　含燐灰石超塩基性アルカリ岩・カーボナタイト生成区

第2章　含燐灰石超塩基性アルカリ岩・カーボナタイト山塊

第3章　超塩基性アルカリ岩・カーボナタイト山塊中の燐灰石鉱床

第4章　燐灰石鉱床の分布規則性

第5章　燐灰石鉱床の生成規則性

まとめ
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